
「
日
本
を
取
り
戻
す
」
と
叫
ん

で
発
足
し
た
安
倍
政
権
は
、
歴
代

保
守
政
権
で
か
な
わ
な
か
っ
た

「
改
憲
」
の
実
現
へ
、
数
々
の
悪

法
と
反
動
政
策
を
強
行
し
て
き
ま

し
た
。
中
国
、
韓
国
、
朝
鮮
に
対

す
る
排
外
主
義
を
煽
り
つ
つ
、
昨

年
は
国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本

版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
設
置
法
と
特
定
秘

密
保
護
法
の
成
立
を
強
行
し
、
国

家
安
全
保
障
戦
略
と
防
衛
計
画
大

綱
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
策

定
と
戦
争
へ
の
道
を
掃
き
清
め
ま

し
た
。

そ
し
て
、
今
年
に
入
る
と
、
武

器
輸
出
三
原
則
を
撤
廃
し
、
新
た

に
武
器
輸
出
を
自
由
化
す
る
「
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
」
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
明
文
改
憲

を
準
備
す
る
国
民
投
票
法
の
改
定

を
画
策
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、
首
相
の

私
的
諮
問
機
関
「
安
保
法
制
懇
」

の
答
申
を
受
け
て
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
容
認
を
閣
議
決
定
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
が
取

り
戻
そ
う
と
す
る
日
本
と
は
「
戦

争
の
で
き
る
国
」
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
不
戦
・
非
武
装
を
謳
っ
た

憲
法
九
条
を
死
滅
さ
せ
る
事
実
上

の
改
憲
ク
ー
デ
タ
ー
で
す
。

こ
う
し
た
改
憲
攻
勢
の
背
景
に

は
景
気
の
好
循
環
を
演
出
し
、
国

民
の
期
待
を
取
り
込
む
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
原
発
の
再
稼

働
と
輸
出
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
推

進
な
ど
原
発
回
帰
政
策
も
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
が
っ
ち
り
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
今

な
お
続
く
凄
惨

な
東
電
福
島
第

一
原
発
事
故
を

な
か
っ
た
こ
と

に
し
、
福
島
14

万
避
難
民
を
棄

民
す
る
政
策
と

一
体
で
す
。

憲
法
の
平
和
主
義
を
清
算
す
る

安
倍
政
治
は
、
国
民
主
権
、
基
本

的
人
権
を
も
脅
か
し
て
い
ま
す
。

医
療
・
年
金
・
介
護
・
生
活
保
護

の
制
度
改
悪
、
教
育
の
国
家
統
制
、

労
働
法
制
の
改
悪
、
農
林
水
産
業

を
潰
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
新
自
由

主
義
的
な
社
会
改
造
が
世
論
の
右

傾
化
を
背
景
に
怒
涛
の
勢
い
で
押

し
寄
せ
て
い
ま
す
。

今
、
憲
法
破
壊
の
危
機
で
す
！

そ
れ
は
働
く
国
民
の
生
活
と
平
和

の
危
機
で
す
。
新
社
会
党
は
呼
び

か
け
ま
す
。
憲
法
破
壊
阻
止
の
一

点
で
広
範
な
、
重
層
的
な
共
同
闘

争
を
組
織
し
、
安
倍
改
憲
政
権
を

打
ち
倒
し
ま
し
ょ
う
。
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憲
法
施
行
67
周
年

憲
法
は
施
行
67
年
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
下
で
、
憲

法
は
か
っ
て
な
い
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
「
壊
憲
反
対
」
の
声

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

阻
も
う
！

安
倍
解
釈
改
憲
ク
ー
デ
タ
ー

活
か
そ
う
！

生
活
と
平
和
に
、
憲
法
３
原
則東京新聞４月30日朝刊より
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こ
の
ト
ン
デ
モ
新
労
働
時
間
制
度
は
、

第
一
次
安
倍
政
権
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
（
06
年
）
の
焼
き

直
し
で
す
。
以
来
、
執
念
深
く
仕
掛
け

て
き
た
の
は
財
界
で
す
。
今
回
は
産
業

競
争
力
会
議
の
民
間
議
員
、
長
谷
川
閑

史
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
が
提
言
し
、

こ
れ
に
安
倍
首
相
は
迷
う
こ
と
な
く
乗

り
ま
し
た
。

こ
の
新
制
度
は
、
企
業
に
と
っ
て
労

働
者
を
無
制
限
に
タ
ダ
働
き
で
き
る
打

出
の
小
槌
で
す
。
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
？

時
間
で
は
な
く
成
果
で
評
価
さ

れ
る
働
き
方
？

そ
こ
か
ら
浮
か
ぶ
イ

メ
ー
ジ
は
低
賃
金
を
補
う
残
業
代
を
奪

わ
れ
、
深
夜
・
休
日
労
働
に
よ
る
過
労

死
・
う
つ
病
を
促
進
す
る
働
き
方
で
す
。

安
倍
政
権
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
の
働

き
方
を
法
律
で
制
度
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

新
制
度
は
、
対
象
と
職
種
を
年
収
１

０
０
０
万
円
以
上
の
「
高
収
入
・
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
型
」
と
そ
の
他
大
勢
の

一
般
社
員
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
狙
い

は
一
般
社
員
。
そ
の
対
象
範
囲
や
年
間

労
働
時
間
の
上
限
を
国
が
示
し
、
企
業

ご
と
の
対
象
・
職
種
は
労
使
合
意
で
決

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

な
ん
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働

組
合
の
な
い
企
業
が
80
％
以
上
の
こ
の

企
業
社
会
で
、
法
律
の
規
制
が
な
く
な

れ
ば
、
労
働
者
の
過
重
労
働
・
使
い
捨

て
が
今
以
上
に
蔓
延
す
る
の
は
必
至
で

す
。
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
労
働
条
件

に
関
す
る
基
準
は
法
律
で
決
め
る
と
し

た
憲
法
27
条
の
法
定
主
義
は
完
全
に
空

文
化
し
、
国
民
と
し
て
の
生
存
権
が
否

定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

残
業
代
ゼ
ロ
等
の
新
制
度
は
、
労
働

者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

校
を
卒
業
し
社
会
に
出
て
ゆ
く
子
ど
も

た
ち
の
将
来
に
関
わ
り
、
も
し
新
制
度

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
な
れ
ば
労
働
で
成

り
立
つ
こ
の
社
会
を
蝕
み
、
社
会
そ
の

も
の
衰
弱
を
招
き
ま
す
。

並
行
し
て
、
安
倍
政
権
は
国
家
戦
略

特
区
構
想
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
限
定
正
社

員
、
解
雇
自
由
な
ど
市
場
原
理
を
労
働

分
野
で
全
面
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

メ
ダ
ル
の
表
は
「
戦
争
の
で
き
る
国
」

政
策
で
す
。
戦
後
、
平
和
国
家
の
証
と

し
て
出
発
し
た
労
働
組
合
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
共

同
の
力
で

労
働
法
制

改
悪
に
反

対
し
ま
し
ょ

う
。
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新社会
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共
同
し
て
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
し
よ
う

残業代ゼロ、休日もタダ働き！

冗談じゃない！

安
倍
首
相
は
連
合
メ
ー
デ
ー
に
出
席
し
て
「
官
製
春
闘
」
の
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
３
日
前
に
、
業
代
ゼ
ロ
、
深
夜
・
休
労
働
の
割

増
賃
金
ゼ
ロ
と
い
う
新
た
な
労
働
時
間
制
度
の
検
討
を
指
示
し
て
お
り
、

首
相
に
ヤ
ジ
が
飛
び
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
首
相
の
念
頭
に
は
労

働
者
の
生
活
や
健
康
へ
の
気
配
り
ゼ
ロ
、
あ
る
の
は
企
業
の
競
争
力
強
化

→
聖
域
な
き
規
制
改
革
→
景
気
回
復
・
成
長
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
。
安
倍

政
権
ほ
ど
労
働
者
の
権
利
と
労
働
組
合
の
存
在
を
否
定
す
る
政
権
は
あ
り

ま
せ
ん
。

過
労
死
・
う
つ
病
を
促
進

憲
法
、
労
働
基
準
法
無
視

メ
ダ
ル
の
表
は
戦
争
国
家
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